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	　　　　　　　　　　　　　　　　　　この冬はノロウイルスが大流行
11月27日に厚生労働省がノロウイルス注意喚起の報道発表をし。28日には国立感染症研究所が今年はＧⅡ／４の変異株と発表しました。そこで、ＧⅡ／４が大発生した2006冬／2007新春の大型食中毒を併せて紹介します。
平成24年11月27日厚生労働省報道発表資料
ノロウイルスによる食中毒や感染に注意
～感染性胃腸炎の患者数は、過去１０年の同時期で２番目に多い水準～
ノロウイルスなどによる感染性胃腸炎（注１）の患者が増加しており（注２）、同時期としては、平成18年に次いで、過去10年間で第２位の水準となっています。
年間の食中毒の患者数の約半分はノロウイルスによるものですが、うち約７割は11月～２月に発生するなど（注３）、この時期の感染性胃腸炎の集団発生例の多くはノロウイルスによると考えられます。
ノロウイルスによる食中毒は、主に、調理者を通じた食品の汚染により発生します。ノロウイルスは、感染力が強く、大規模な食中毒など集団発生を起こしやすいため、注意が必要です。
このため、ノロウイルスによる食中毒や感染の防止対策について、一層の啓発や指導等を行うこととし、注意喚起のためのリーフレットを作成して、本日付で都道府県等に周知しました。
注１　感染性胃腸炎には、ノロウイルス（冬に多い）、ロタウイルス（春に多い）、様々な細菌（夏に多い）など様々な原因によるものを含む。
注２　感染性胃腸炎の11月12日～18日の週（第46週）の定点当たりの届出数（本日、国立感染症研究所が発表）は11.39。過去10年の同時期では、平成18年の16.42に次いで多い。
注３　今年のノロウイルスによる食中毒の発生状況は、10月：11件、11月（26日までに厚労省に報告のあったもの）：26件であり、増加する傾向がみられている。
注意喚起のポイント
・食品の取り扱いに当たっては、調理者の健康管理、手洗い、調理器具などの消毒が重要。
・感染拡大防止には、汚染したものの消毒、患者のおう吐物・おむつの適切な処理が重要。
平成24年11月28日国立感染症研究所（要旨）
　今年のノロウイルスは、ＧⅡ／４の新しい変異株である。
2006冬／2007新春のノロウイルスＧⅡ／４による大型食中毒

2006.12　横浜市

中華料理店

3日間、東日本8都県の利用者が発症。原因食品は杏仁豆腐と推定。調理従事者に発症者がいて、調理者用トイレの手洗いが撤去されていたため、調理場内の手洗いを使用していた。患者数227人

2006.12　秋田県

飲食店（弁当屋）

原因食品は3日間の弁当。不顕性感染者が手洗い不十分のまま調理に従事し、弁当の具材を汚染した。患者数781人
2006.12　秋田県

菓子製造業（パン）
8小中学校で発生し共通食品はパンであった。手洗い設備が動線から離れた場所にあり、不顕性感謝者の手洗いが不十分であった。患者数366人
2007.1　鳥取県
学校給食センター

17小中学校で発生。ノロウイルスに感染していた調理員の手指の洗浄不十分により、調理室全体を汚染され、調理済食品を汚染したと判断された。患者数864人
　４事例とも調理・製造従事者の手洗い不良による食中毒事例です。不顕性感染者もいますので、日常の手洗い、特に用便後の手洗いの徹底が重要です。（笈川）
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